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蓬生 



紫 m 咅 

與謝野 晶子 訳 



よもぎ たれ 

道 もな き 蓬 を わけて 君ぞ こし 誰に もま 

さる 身の ここちす る (晶子) 

す ま あかし さすら 

源氏が 須磨、 明 石に 漂泊って いた ころ は、 京の ほう 

にも 悲しく 思い 暮らす 人の 多数に あった 中で も、 しか 

とした 立場 を 持って いる 人 は、 苦しい 一面 はあって も、 

たとえば ニ条の 夫人な ど は、 源氏が 旅での 生活の 様子 

も かなりく わしく 通信され ていたし、 便宜が 多くて 手 

紙 を 書いて 出す こ ともよく できた し、 当時 無官に なつ 

いしょ ラ 

ていた 源氏の 無紋の 衣裳 も 季節に 従って 仕立てて 送る 



どに 目 をつ けて、 お売りに なりません かな どと 近所の 

者から 言わせて まいり ますが、 そう あそばして、 こん 

おそろ 

な 怖し い 所 はお 捨てに なって ほかへ お移りなさい ま 

しょ。 いつまでも 残って おります 私たち だってた まり 

ません から」 

などと 女主 人に 勧める ので あつたが、 

「そんな こと をして はたい へんよ。 世間体 もあります- 

私が 生きて いる 間 は 邸 を 人手に 渡すな どと いう こと は 

できる もので ない。 こんなに 恐い 気がする ほど 荒れて 

いても、 お 父 様の 魂が 残って いると 思う 点で、 私 は あ 

ち こち を ながめても 心が 慰む の だからね」 



なった ように も 聞こえる が、 くずれた 土塀 は 牛 や 馬が 

踏みならして しまい、 春 夏に は 無礼な 牧童が 放牧 をし 

のわき 

に 来た。 八月に 野 分の 風が 強かった 年 以来 廊 など は 倒 

れた ままに なり、 下屋 の&葺 きの 建物の ほう はわず か 

に 骨が 残って いる だけ、 下男な どの そこにと どまって 

いる 者 はない。 廚の 煙が 立たない でなお 生きた 人が 

やしき 

住んで いると いう 悲しい 邸で ある。 盗人と いうよう 

ながむ しゃら な 連中 も 外見の 貧弱 さに 愛想 をつ かせて、 

ここ だけ は 素通りに してやって 来なかった から、 こん 

の ら や ぶ しんでん 

な 野良 藪の ような 邸の 中で、 寝殿 だけ は 昔 通りの 飾り 

つけが してあった。 しかしき れいに 掃除 をしょう とす 



いた。 そのうちに 叔母の 良人が 九州の 大武に 任命され 

た。 娘た ち を それぞれ 結婚 させて おいて、 夫婦で 任地 

へ 立とうと する 時に もま だ 叔母 は 女王 を 伴つ て 行きた 

がって、 

「遠方へ 行く ことになります と、 あなたが 心細い 暮ら 

し をして おいでにな るの を 捨てて おく ことが 気にな つ 

てな りません。 ただ今まで もお 構い はしませんでした 

が、 近い 所に いるう ちはいつ でもお 力に なれる 自信が 

ありまし たので」 

こと 

と 体裁よ く言づ てて 誘い かける の も、 女王が 聞き入 

ホる レカ^^ 



くわしい 描写 はしない ことにする。 

冬に はいれば はいる ほど 頼りな さは ひどくな つ て、 

悲しく 物思いば かりして 暮らす 女王だった。 源氏の ほ 

うで は故院 のた めの 盛んな 八講を 催して、 世間が それ 

に 湧き 立って いた。 僧な ど は 平凡な 者 を 呼ばずに 学問 

と 徳行の すぐれたの を 選んで 招 じた その物 事に、 女王 

の 兄の 禅師も 出た 帰りに 妹 君 を 訪ねて 来た。 

「源 大納言 さんの 八講に 行った のです。 たいへんな 準 

備 でね、 この 世の 浄土の ように 法要の 場所 はでき てい 

ましたよ。 音楽 も 舞楽 もたいした もので したよ。 あの 

方 はきつ と： 4 様の 化身だろう、 五 濁の 世に どうして 生 



な たもと しづく 

亡き人 を 恋 ふる 抉 の ほどな きに 荒れた る 軒の I 卞 

さへ 添 ふ 

こんな ふうに、 寂し さ を 書いて いた 時が、 源氏の 車 

の 止められた 時であった。 

惟光 は 邸の 中へ はい つ て あちらこちらと 歩いて 見て、 

人の いる 物音の 聞こえる 所が あるかと 捜した ので ある 

が、 そんな 物 はない。 自分の 想像 どおりに だれもい な 

ゆ やしき 

い、 自分 は 往き返り にこの 邸 は 見る が、 人の 住んで い 

る 所と は 思われなかった の だからと 思って 惟光が 足 を 



と 口ずさん だが、 やはり 車から すぐに 下りて しまつ 

た。 惟光 は 草の 露 を 馬の 鞭で 払いながら 案内した。 木 

しすく しぐれ 

の 枝から 散る I 卞 も 秋の 時雨の ように 荒く 降る ので、 

傘 を 源氏に さしかけさせた。 惟光が、 

「木の 下露 は 雨に まされ リ (みさ ぶら ひ 御笠と 申せ 

みやぎ の 

宮城 野の) でございます」 

さしぬき すそ ぬ 

と言う。 源氏の 指貫の 裾 は ひどく 濡れた。 昔で さえ 

あるかない かであった 中 門な ど は 影 も なくなって いる。 

家の 中へ はい るの もむ き 出しな 気の する ことであった 

が、 だれも 人 は 見て いなかった。 

女王 は 望み を かけて 来た ことの 事実に なった こと は 



も なくなって いたし、 廂の板 もす つかり 取れた 家で 

あるから、 明るく 室内が 見渡された。 昔の ままに 飾り 

つけの そろって いる こと は、 忍ぶ 草のお い 茂った 外見 

よりも 風流に 見える のであった。 昔の 小説に 親の 作つ 

こま- 

た 堂 を 毀った 話 も あるが、 これ は 親の した まま を 長く 

保って いく 人と して 心の 惹 かれる ところが あると 源氏 

しゅ ラち 

は 思った。 この 人の 差 恥 心の 多い ところ もさす がに 

さじよ 

貴女で あると うなずかれて、 この 人 を 一 生 風変わりな 

愛人と 思おうと した 考え も、 いろいろな ことに 紛れて 

忘れて しまって いた ころ、 この 人 は どんなに 恨めしく 

思った であろうと 哀れに 思われた。 ここ を 出てから 源 
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